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一般財団法人 積善会  十全総合病院ニュース

《病院理念》 《基本方針》
1. 地域に根ざした病院として、安心できる医療提供に努めます
1. インフォームドコンセントを徹底し、患者様の選択を尊重した医療をめざします
1. 患者様のプライバシーを尊重いたします
1. 知識と技術の向上に努め最善の医療をいたします
1. 優しさ思いやりを大切に心のこもった公平な医療をいたします
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総 合 福 祉 施 設　やすらぎの郷
介護老人福祉施設　ハートランド三恵
介護老人保健施設　リハビリステーション三恵荘
介護老人保健施設　希望の館
障害者支援施設　三恵ホーム
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養護老人ホーム  新居浜市立慈光園

あたたかい心、思いやりの心、私達は心の医療
を推進します。

生活能力の回復と維持を図っています。

理学療法士、作業療法士の育成
校是【博く学び、深く思い、厚く思いやる】

あたたかい気持ちとあつい心をもった看護師の
育成を図っています。

社会福祉法人 三恵会
子供から高齢者まで、幅広い世代へのお世話を
行っています。

医療・福祉  十全グループ

〒792-8586　愛媛県新居浜市北新町1番5号
TEL（0897）33-1818  ＦＡＸ（0897）37-2124

http://jyuzen.jp/ホームページアドレス

一般財団法人 積善会

環境負荷を抑えた植物油インキと
適切に管理された森林から生産さ
れた紙を使用しています。

移動図書館 青い鳥号

◎悪天候や特殊な事情により、運行を
　中止することがあります。

来院時間

お問い合わせは…

新居浜市立別子銅山記念図書館
TEL（0897）32-1911

午後3：10～3：50

来院予定日

患者さまの責務

良質で安全な医療を平等にうける権利

病気の診断・治療方針・今後の見込み
について十分な説明をうける権利

他院を含め他の医師の意見（セカンド
オピニオン）を求める権利

自分が受ける医療に参加し自ら決定す
る権利

診療上の個人のプライバシーについて
保護される権利

診療記録の開示を求める権利

医師が説明し同意した治療方針に協
力する義務があります。

自分自身の健康に関する情報はできる
限り正確にお伝えください。

院内の規則を守り、他の患者さまの治
療に支障を来たさないよう協力をお願
いします。

患者さまの権利
私たちは患者さまとのより良い信頼関係を
築くため、「患者さまの権利」を尊重します。
1.
1.

1.

1.

1.

1.

1.

1.

1.

病院敷地内 全面禁煙
トイレや人目につかないところでの喫煙は防
火管理上も大変危険ですので、喫煙はくれぐ
れもご遠慮ください。 皆様のご理解とご協力
を、よろしくお願いいたします。　　  病 院 長

所在地のご案内

交通の
ご案内

新居浜 IC から約 20 分、いよ西条 IC から約 20 分 
【 駐車場完備 272 台収容可能 】

瀬戸内バス ……「十全総合病院前（ 広瀬 → 多喜浜線 ）」下車
　　　　　　　   「十全病院南口（ 今治 → マイントピア別子線 ）」下車
J R 予 讃 線  …… 新居浜（にいはま）駅下車、タクシーで約 10 分
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新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
に
つ
い
て

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
に
つ
い
て

　
す
で
に
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
流
行
と
な
っ
て
し

ま
っ
た
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス（
Ｓ
Ａ
Ｒ
Ｓ‐

Ｃ
ｏ
Ｖ
２
）
感
染
症
（
Ｃ
Ｏ
Ｖ
Ｉ
Ｄ‐

19
）
は

健
康
被
害（
日
本
人
で
は
致
死
率
４
％
）だ

け
で
な
く
、
社
会
生
活
に
大
き
な
影
を
落

と
し
て
い
ま
す
。

　
経
済
的
損
失
は
甚
大
で
国
家
的
、
世
界

的
規
模
で
危
機
的
状
況
と
な
っ
て
い
ま
す
。

無
症
候
性
感
染
者（
不
顕
性
感
染
、
ス
テ
ル

ス
感
染
、
排
菌
し
て
い
る
が
症
状
が
な

い
）、
お
よ
び
潜
伏
期
が
２
週
間（
平
均
は

５
〜
６
日
間
）と
長
い
罹
患
者
こ
そ
が
事
態

悪
化
の
要
因
で
す
。
誰
が
、
も
し
く
は
、

自
分
自
身
が
排
菌
者
で
あ
る
か
も
わ
か
ら

な
い
の
で
す
か
ら
。

　
み
な
さ
ん
は
す
で
に
Ｃ
Ｏ
Ｖ
Ｉ
Ｄ‐

19
に

つ
い
て
多
く
の
情
報
、
知
識
を
お
持
ち
で

あ
る
と
思
い
ま
す
が
、
み
ん
な
で
正
し
い

情
報
を
共
有
し
、
で
き
る
こ
と
を
実
行
し

て
い
く
事
が
重
要
で
す
。

Ｃ
Ｏ
Ｖ
Ｉ
Ｄ‐

19
の
感
染
経
路

⑴ 

接
触
感
染（fo

m
ite

：
ホ
ォ
マ
イ
ト
）

20
秒
以
上
か
け
た
手
洗
い
、
70
％
ア
ル

コ
ー
ル
消
毒
、
お
よ
び
、
う
が
い
の
励

行
が
必
要
で
す
。

Ｓ
Ａ
Ｒ
Ｓ‐

Ｃ
ｏ
Ｖ
２
は
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク

上
で
３
日
間
、
金
属
で
２
日
間（
銅
で

は
１
日
）、
ダ
ン
ボ
ー
ル
で
１
日
、
空

気
中
で
３
時
間
の
活
性
が
あ
り
ま
す
。

⑵ 

飛
沫
感
染（a

e
ro

zo
l

：
エ
ア
ロ
ゾ
ル
）

３
密（
密
室
、
密
接
、
密
着
）を
避
け

る
、
人
と
の
距
離
を
１
．８
〜
２
ｍ
空
け

る（
６
フ
ィ
ー
ト
ル
ー
ル
）。

⑶ 

咳
、
く
し
ゃ
み
、
し
ぶ
き
、
唾
液

（re
sp

ira
to

ry d
ro

p
le

t

：
ド
ロ
プ

レ
ッ
ト
）

は
人
に
う
つ
さ
な
い
よ
う
に
マ
ス
ク
を

つ
け
、
６
フ
ィ
ー
ト
ル
ー
ル
を
守
る（
し

か
し
ラ
ン
ニ
ン
グ
中
は
５
〜
10
ｍ
）。

　
異
物
を
体
内
に
入
れ
な
い
、
入
っ
て
き
て

も
症
状
を
最
小
に
す
る
に
は
良
好
な
免
疫

が
必
要
で
す
。

免
疫
能
を
高
め
る
に
は

⑴ 

免
疫
細
胞
も
Ａ
Ｔ
Ｐ
と
い
う
エ
ネ
ル

ギ
ー
物
質
で
駆
動
し
て
い
ま
す
。Ａ
Ｔ
Ｐ

は
ミ
ト
コ
ン
ド
リ
ア（
Ｍ
ｉ
ｔ
ｏ
）で
炭

水
化
物
、
脂
肪
が
基
と
な
り
酵
素（
タ

ン
パ
ク
質
、
ア
ミ
ノ
残
基
で
、
こ
れ
ら

の
合
成
に
も
酵
素
、
補
酵
素
、
ミ
ネ
ラ

ル
が
必
要
）と
補
酵
素（
ビ
タ
ミ
ン
）を

使
っ
た
い
く
つ
も
の
化
学
反
応
で
作
ら

れ
ま
す
。

　ただいま新型コロナウイルスの感染対策を実施しております。
　ご不便、ご迷惑をおかけしておりますが皆様のご理解、ご協力よろ
しくお願いいたします。

病院長　

◎診察日【産婦人科】
月～土曜日（第３土曜日のみ）
　午前 8 時45分 ～12時
水・金曜日
　午後 2 時 ～ 4 時

健康教室がリニューアル
　最新の話題や診察では聞けないことなど…みんなで

楽しく話しながら病気について 学びませんか？

　糖尿病の方、糖尿病を予防したい方、そのご家族や

ご近所の方、糖尿病でない方も大歓迎！

　どなたでもお気軽にご参加ください。

【場所】

【日時】

十全総合病院　外来棟３Fカンファレンスルーム

毎月第２水曜日（７月８日・８月12日・９月９日）

午後２時00分～３時00分

※開催日時については、お問い合わせください。
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従
っ
て
バ
ラ
ン
ス
の
良
い
食
事
が

必
要
で
す
。

⑵ 
Ｍ
ｉ
ｔ
ｏ
の
活
性
化
に
は
運
動
は
欠

か
せ
ま
せ
ん
。
運
動
は
ノ
ル
ア
ド

レ
ナ
リ
ン
刺
激
を
駆
動
さ
せ
ま
す
。

⑶ 

免
疫
は
病
原
体
と
戦
う
た
め
炎
症

を
起
こ
し
ま
す
。
免
疫
に
よ
る
迅

速
な
異
物
反
応
と
炎
症
反
応
開
始

が
重
要
で
す
。
い
っ
ぽ
う
で
炎
症

反
応
を
緩
や
か
に
し
、
収
束
さ
せ

て
い
く
必
要
も
あ
り
ま
す
。
炎
症

過
剰
は
身
体
に
害
を
及
ぼ
し
ま
す
。

炎
症
収
束
の
ス
イ
ッ
チ
は
炎
症
メ

デ
ィ
エ
ー
タ
ー
と
し
て
の
脂
肪
酸
も

そ
の
ひ
と
つ
で
、
バ
ラ
ン
ス
の
良

い
脂
肪
酸
の
摂
取
と
善
玉
腸
内
細

菌
叢
の
み
で
作
ら
れ
る
脂
肪
酸
が

必
要
で
あ
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

免
疫
と
病
原
体
の
戦
い
の
結
果
は

曝
露
さ
れ
侵
入
し
た
病
原
体
の
量
、

感
染
細
胞
数
、
そ
し
て
個
人
の
体

質（
免
疫
能
）に
左
右
さ
れ
ま
す（
免

疫
の
暴
走
で
あ
る
サ
イ
ト
カ
イ
ン

ス
ト
ー
ム
、
間
質
性
肺
炎
を
起
こ

す
し
く
み
は
解
っ
て
い
ま
せ
ん
）。

⑷ 

ス
ト
レ
ス
を
た
め
な
い
。
ス
ト
レ

ス
に
対
応
す
る
ホ
ル
モ
ン
で
あ
る

グ
ル
コ
コ
ル
チ
コ
イ
ド
の
持
続
的

放
出
は
免
疫
能
を
極
端
に
低
下
さ

せ
ま
す
。

⑸ 

睡
眠
を
十
分
に
と
る
こ
と
も
重
要

な
要
因
で
し
ょ
う
。
睡
眠
時
間
と

睡
眠
深
度
が
関
連
し
ま
す
。

⑹ 

体
内
時
計
を
良
好
に
す
る
。
朝
日

を
あ
び
る
、
朝
食
を
摂
る
こ
と
が

鍵
を
に
ぎ
っ
て
い
ま
す
。

妊
娠
と
Ｃ
Ｏ
Ｖ
Ｉ
Ｄ‐

19

　
妊
婦
の
方
は
一
般
の
方
以
上
に
ご
不

安
も
強
い
と
思
い
ま
す
。

⑴ 
妊
娠
後
期
に
子
宮
が
増
大
す
る
と
、

横
隔
膜
が
上
昇
し
肺
容
量
は
減
少

し
肺
の
う
っ
血
も
強
く
な
り
、
肺

炎
重
症
化
の
お
そ
れ
が
あ
り
ま
す
。

⑵ 

妊
娠
は
免
疫
寛
容
状
態
で
す
か
ら
一

般
に
感
染
症
に
対
し
て
脆
弱
で
す
。

　
報
告
で
は
胎
内
感
染
は
３
例
／
33
例

Ｓ
Ａ
Ｒ
Ｓ‐

Ｃ
ｏ
Ｖ
２
感
染
妊
婦
（
約

９
％
）と
２
例
／
５
例（
40
％
）の
報
告

が
あ
り
、
ほ
と
ん
ど
が
帝
王
切
開
分
娩

で
す
。
重
篤
な
新
生
児
は
母
胎
重
症
肺

炎
の
１
例
と
の
こ
と
で
す
。

　
妊
婦
の
方
は
発
熱
や
せ
き
な
ど
風
邪

症
状
が
あ
る
場
合（
非
妊
婦
で
は
風
邪

症
状
が
持
続
す
る
、
あ
る
い
は
ひ
ど
い

症
状
の
場
合
）は
帰
国
者
、
接
触
者
相

談
セ
ン
タ
ー（
０
８
９‐

９
０
９‐

３
４

８
３
）ま
た
は
厚
生
労
働
省
相
談
窓
口

（
０
１
２
０‐

５
６
５
６
５
３
）に
御
相

談
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
日
本
生
殖
医
学
会
は〝
妊
娠

を
希
望
さ
れ
て
い
る
方
は
控
え
る
方
が

無
難
〞と
の
見
解
で
す
。

　
治
療
薬
剤
と
し
て 

①
ア
ビ
ガ
ン 

②

レ
ム
デ
シ
ビ
ル 

③
フ
サ
ン 

④
シ
ク
レ

ソ
ニ
ド 

⑤
イ
ベ
ル
メ
ク
チ
ン
が
あ
り
、

Ｃ
Ｏ
Ｖ
Ｉ
Ｄ‐

19
感
染
者
回
復
期
の
血

漿
療
法
も
報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
Ｃ
Ｏ
Ｖ
Ｉ
Ｄ‐

19
で
は
期
を
逸
す
る

こ
と
な
く
薬
剤
投
与
が
必
要
で
す
。
治

療
マ
ニ
ュ
ア
ル
が
作
成
さ
れ
、
地
域
差

の
な
い
医
療
が
提
供
さ
れ
な
け
れ
ば
い

け
ま
せ
ん
。
さ
ら
に
望
む
べ
き
は
優
秀

な
ワ
ク
チ
ン
の
開
発
で
す
。

　
こ
れ
が
病
院
ニ
ュ
ー
ス〝
ほ
ほ
え
み
〞

に
載
る
こ
ろ
に
は
新
た
な
情
報
も
多
く

あ
る
と
思
い
ま
す
。
そ
の
頃
に
は
Ｃ
Ｏ

Ｖ
Ｉ
Ｄ‐

19
が
収
束
傾
向
に
あ
り
、
治

療
法
が
確
立
さ
れ
Ｃ
Ｏ
Ｖ
Ｉ
Ｄ‐

19
が

す
で
に
怖
い
病
気
で
な
く
な
っ
て
い
る

こ
と
を
切
に
願
っ
て
い
ま
す
。
少
し
で

も
参
考
に
な
れ
ば
幸
い
で
す
。

　
発
声
は
、
左
右
の
声
帯
が
く
っ
つ
い

て
、
そ
の
隙
間
を
呼
気
の
空
気
が
通
り

声
帯
粘
膜
が
振
動
し
て
生
じ
ま
す
。

　
声
が
か
れ
た
よ
う
に
聞
こ
え
る
嗄
声

は
声
帯
の
異
常
が
あ
る
際
に
生
じ
る
こ

と
が
多
く
、
声
帯
の
異
常
は
声
帯
自
体

に
病
変
が
あ
る
場
合
と
声
帯
運
動
障
害

の
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　
声
帯
自
体
に
病
変
が
あ
る
場
合
、
声

帯
振
動
が
阻
害
さ
れ
る
こ
と
で
嗄
声
が

生
じ
ま
す
。
細
菌
や
ウ
イ
ル
ス
感
染
で

の
急
性
喉
頭
炎
や
、
喫
煙
や
乾
燥
な
ど

の
慢
性
的
な
刺
激
で
の
慢
性
喉
頭
炎
が

原
因
と
な
る
こ
と
が
多
い
で
す
が
、
高

齢
者
の
嗄
声
は
加
齢
に
よ
る
声
帯
萎
縮

が
原
因
と
な
る
こ
と
が
多
い
で
す
。

　
声
帯
に
で
き
も
の
が
で
き
て
嗄
声
が

生
じ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　
良
性
腫
瘤
性

病
変
で
は
、
急

激
な
音
声
負
荷

に
よ
り
生
じ
る

声
帯
ポ
リ
ー
プ
、

恒
常
的
に
音
声

酷
使
し
て
い
る

職
業
に
多
い
声

帯
結
節
、
長
期
間
の
喫
煙
で
声
帯
に
浮

腫
性
変
化
が
生
じ
た
ポ
リ
ー
プ
様
声
帯

な
ど
が
あ
り
ま
す
。

　
胃
酸
逆
流
や
気
管
挿
管
と
い
っ
た
刺

激
で
生
じ
る
喉
頭
肉
芽
腫
も
あ
り
ま
す
。

悪
性
腫
瘍
で
あ
る
喉
頭
癌
の
症
状
と
し

て
嗄
声
が
で
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　
次
に
声
帯
運
動
障
害
に
つ
い
て
説
明

し
ま
す
。
声
帯
の
動
き
を
支
配
し
て
い

る
反
回
神
経
に
麻
痺
が
生
じ
て
声
帯
の

可
動
性
が
悪
く
な
り
ま
す
。

　
原
因
と
し
て
は
、
甲
状
腺
癌
・
肺
癌
・

食
道
癌
な
ど
の
悪
性
腫
瘍
の
神
経
浸
潤

や
、
大
動
脈
瘤
に
よ
る
神
経
圧
迫
、
反

回
神
経
領
域
の
手
術
に
よ
る
影
響
な
ど

と
さ
ま
ざ
ま
で
す
。
感
染
、
頭
蓋
内
・

頭
蓋
底
病
変
、
神
経
疾
患
で
も
反
回
神

経
麻
痺
が
生
じ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　
原
因
が
特
定
で
き
な
い
特
発
性
の
も

の
も
あ
り
ま
す
。
稀
で
は
あ
り
ま
す
が

外
傷
や
気
管
挿
管
に
よ
る
披
裂
軟
骨
脱

臼
に
よ
り
声
帯
運
動
障
害
が
生
じ
る
こ

と
も
あ
り
ま
す
。

　
嗄
声
が
あ
る
が
器
質
的
異
常
を
認
め

な
い
機
能
性
的
疾
患
が
あ
り
ま
す
。

　
機
能
性
発
声
障
害
に
は
過
緊
張
性
発

声
障
害
、
変
声
障
害
が
あ
り
、
機
能
性

精
神
疾
患
に
含
ま
れ
る
心
因
性
発
声
障

害
も
機
能
性
発
声
障
害
に
含
ま
れ
ま
す
。

　
ま
た
、
神
経
疾
患
で
あ
る
痙
攣
性
発

声
障
害（
喉
頭
の
限
局
性
ジ
ス
ト
ニ
ア
）

や
喉
頭
振
戦（
本
態
性
音
声
振
戦
症
）で

も
嗄
声
が
生
じ
ま
す
。

　
嗄
声
の
原
因
を
い
ろ
い
ろ
と
挙
げ

て
き
ま
し
た
。
耳
鼻
咽
喉
科
で
は
喉

頭
の
観
察
に
よ
り
声
帯
の
粘
膜
状
態
や

声
帯
運
動
障
害
を
確
認
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

　
原
因
と
し
て
発
見
が
遅
れ
る
と
予
後

を
悪
化
さ
せ
る
悪
性
腫
瘍
が
あ
る
た

め
、
２
週
間
以
上
続
く
嗄
声
は
悪
性
腫

瘍
除
外
の
た
め
に
耳
鼻
咽
喉
科
受
診
を

お
す
す
め
し
ま
す
。（
特
に
喫
煙
、
飲
酒

の
習
慣
が
あ
る
場
合
は
要
注
意
）

嗄
声
が
続
く
場
合
は
耳
鼻
咽
喉
科
受
診
を

さ

せ
い

耳
鼻
咽
喉
科

　河 

内

　 

和 

誉

◎診察日【耳鼻咽喉科】
月・火・水・金・土曜日
　午前 8 時45分 ～12時
月・金曜日
　午後 3 時 ～ ５ 時

「私の未来への決意」これからの３年間をムダにしない

理学療法学科・作業療法学科

開催時期
内　容
予　約
連絡先

平日（月～金）16:00 ～ 17:00
学校見学や個別相談
前日までに電話受付
0897-33-1723 十全看護専門学校 （担当 毛利・和田）

第２回 日　時 ７月18日㈯ 13:30 ～ 15:30

第３回 日　時 ９月19日㈯ 13:30 ～ 15:30

申込期限 ７月14日㈫ 17:30まで
内　容 学校紹介や卒業生によるキャリアガイダンス

Week Dayフリーキャンパス新企画
５月18日㈪より受付開始

　理学療法士・作業療法士の仕事にふれて未来を意識したオープンキャンパス
を体験してみましょう。
※新型コロナウイルス感染状況によっては開催予定が変更になる場合がありま
す。随時学院WEBよりご確認ください。

愛媛十全
医療学院
愛媛十全
医療学院

12時30分～受付 13時～開始

日程 ７月18日㈯・８月１日㈯・５日㈬

〒791-0385 愛媛県東温市南方561　TEL（089）966-4573
学院WEB https://www.esm-juzen.ac.jp/

参加
申込

十全看護専門学校

オープンキャンパス開催オープンキャンパス開催オープンキャンパス開催オープンキャンパス開催

学院ホームページ／スマートフォン／ＴＥＬにて随時ご予約を受付しております。（※人数を
制限して開催する場合があります）

新型コロナウイルス
感染症拡大防止に留
意して、短時間での
開催です。３密を避
けて実施します。体
温測定、マスクの着
用をお願いします。
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め
ざ
そ
う
８
０
２
０

ほほえみ

医療メモ
ほほえみ

医療メモ

口
腔
衛
生
科

　加 

藤 

貴 

美 

子

便
秘
や
下
痢
で
困
っ
て
は
い
ま
せ
ん
か
？

ほほえみ

医療メモ
ほほえみ

医療メモ

４
病
棟

　川 

村 

小 

雪 

・ 

真 

鍋 

麻 

衣 

子

　
便
秘
や
下
痢
で
困
っ
て
い
る
方
も
多
い

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
便
や
尿
の
悩
み
は
人
に
言
い
に
く
く
、

相
談
し
に
く
い
事
だ
と
思
い
ま
す
。
便
秘

や
下
痢
以
外
に
も
便
漏
れ
や
尿
漏
れ
と

い
っ
た
漏
れ
の
症
状
に
苦
し
ん
で
い
る
方

も
多
く
、
一
人
で
長
年
悩
ん
で
い
る
人
も
い

ま
す
。

　
そ
う
い
っ
た
排
便
・
排
尿
障
害
に
対
し
み

な
さ
ま
の
声
を
聞
き
、
活
動
し
て
い
る
の

が「
チ
ー
ム
ロ
ダ
ン
」で
す
。
チ
ー
ム
ロ
ダ

ン
の
名
前
の
由
来
に
つ
い
て
で
す
が
、
み

な
さ
ん
は
ロ
ダ
ン
の
考
え
る
人
の
ポ
ー
ズ

を
ご
存
知
で
し
ょ
う
か
？

　
こ
の
足
を
少
し
上
げ
て
前
の
め
り
に
な

る
姿
勢
は
便
が
出
や
す
い
姿
勢
と
言
わ
れ

て
い
ま
す
。
そ
れ
が「
チ
ー
ム
ロ
ダ
ン
」の

名
前
の
由
来
で
す
。
私
た
ち
は
医
師
、
薬

剤
師
、
栄
養
士
、
放
射
線
技
師
、
リ
ハ
ビ

リ
、
事
務
職
、
看
護
師
と
他
職
種
で
患
者

さ
ん
と
関
わ
り
、
そ
の
一
人
一
人
に
合
っ
た

治
療
を
提
供
で
き
る
よ
う
に
活
動
し
て
い

ま
す
。

　
今
回
は
薬
に
頼
ら
な
い
便
秘
解
消
方
法

に
つ
い
て
ご
紹
介
し
ま
す
。
便
秘
の
原
因

と
し
て
は
高
齢
、
運
動
不
足
や
水
分
不
足
、

腸
の
動
き
が
弱
く
な
る
、
環
境
の
変
化
や

ス
ト
レ
ス
な
ど
が
あ
り
、
便
秘
と
な
る
事

も
あ
り
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
に
便
秘
の
理
由
は
様
々
で
す

が
、
便
秘
を
解
消
す
る
方
法
と
し
て
３
つ

紹
介
し
ま
す
。

① 

排
便
習
慣

　
食
事
を
す
る
こ
と
で
お
腹
の
動
き
が
良

く
な
り
、
便
意
を
感
じ
ま
す
。
便
意
が
な

く
て
も
朝
食
後
に
ト
イ
レ
に
行
き
、
座
る

こ
と
で
排
便
が
促
さ
れ
る
事
も
あ
り
ま
す
。

朝
食
後
に
ト
イ
レ
に
座
る
と
い
う
習
慣
を

つ
け
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

② 

排
便
の
姿
勢

　
先
ほ
ど
に
も
言
っ
た
と
お
り
、
ロ
ダ
ン

の
姿
勢
は
排
便
に
適
し
て
い
る
と
い
わ
れ

て
い
ま
す
。

　
本
来
な
ら
ば
和
式
ト
イ
レ
で
し
ゃ
が
む

姿
勢
が
い
い
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
そ

の
姿
勢
が
辛
い
方
は
洋
式
ト
イ
レ
で
足
台

を
使
っ
て
足
を
上
げ
、
上
半
身
を
前
に
少

し
倒
す
と
便
が
出
や
す
い
と
さ
れ
て
い
ま

す
。
ぜ
ひ
実
践
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

③ 

お
腹
の
マ
ッ
サ
ー
ジ

　
お
腹
全
体
を
の
の
字
に
マ
ッ
サ
ー
ジ
し

て
み
ま
し
ょ
う
。
の
の
字
マ
ッ
サ
ー
ジ
は
腸

の
動
き
に
沿
っ
て
す
る
の
で
排
便
が
促
さ

れ
や
す
い
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
温
罨
法
も
腸
の
動
き
を
高
め
る
た
め
に

効
果
的
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
以
上
の
よ
う
に
薬
に
頼
ら
な
く
て
も
便

秘
が
解
消
さ
れ
る
方
法
は
あ
り
ま
す
。
薬

の
使
い
す
ぎ
で
腸
の
動
き
が
弱
く
な
る
こ

と
も
あ
り
ま
す
の
で
薬
の
飲
み
す
ぎ
に
は

注
意
し
ま
し
ょ
う
。
便
秘
で
困
る
事
が
あ

れ
ば
看
護
師
や
医
師
、
薬
剤
師
に
相
談
し

ま
し
ょ
う
。

　
排
泄
に
関
し
て
は
人
に
相
談
し
に
く

い
事
で
は
あ
り
ま
す
が
、
そ
ん
な
方
々
が

悩
み
を
相
談
で
き
る
環
境
で
症
状
が
改

善
で
き
る
手
助
け
が
で
き
る
よ
う
私
た

ち
は
今
後
も
活
動
し
て
い
き
た
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。

ハ
チ
マ
ル
ニ
イ
マ
ル

知
っ
て
い
ま
す
か
？
８
０
２
０
運
動

　
８
０
２
０
運
動
と
は「
80
歳
に
な
っ
て
も

20
本
以
上
、
自
分
の
歯
を
残
そ
う
」と
い
う

運
動
で
す
。

　
20
本
以
上
の
歯
が
あ
れ
ば
食
生
活
を
ほ

ぼ
満
足
に
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
言
わ
れ

て
い
ま
す
。

　
楽
し
く
充
実
し
た
食
生
活
を
送
り
続

け
る
に
は
健
康
な
歯
を
保
つ
こ
と
が
大

切
で
す
。

　
こ
の
運
動
が
始
ま
っ
た
こ
ろ
は
、
10
％

に
も
満
た
な
か
っ
た
８
０
２
０
達
成
者
が
、

２
０
１
６
年
の
調
査
で
50
％（
２
人
に
１

人
）に
な
り
ま
し
た
。

８
０
２
０
を
達
成
す
る
為
に
歯
の
喪
失
を

防
ご
う

　
歯
を
失
う
二
大
原
因
は
む
し
歯
と
歯

周
病
で
す
。

　
む
し
歯
と
歯
周
病
を
予
防
す
る
た
め
に

も
、
毎
日
ご
自
身
で
行
う
セ
ル
フ
ケ
ア
と
、

定
期
的
に
歯
科
医
院
で
専
門
家
に
よ
る
プ

ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
ケ
ア
を
受
け
る
こ
と
が

重
要
で
す
。

　
セ
ル
フ
ケ
ア
は
基
本
歯

み
が
き
で
す
。
人
そ
れ
ぞ

れ
口
腔
内
の
状
態
は
違
い

ま
す
の
で
清
掃
用
具（
歯
ブ
ラ
シ
、
歯
間
ブ

ラ
シ
、
デ
ン
タ
ル
フ
ロ
ス
等
）の
選
択
も
重

要
に
な
っ
て
き
ま
す
。
ご
自
身
で
丁
寧
に
セ

ル
フ
ケ
ア
を
行
う
こ
と
が
大
切
で
す
。

　
そ
れ
だ
け
で
は
不
十
分
な
の
で
専
門
家

に
よ
る
ケ
ア
を
受
け
ま
し
ょ
う
。

　
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
ケ
ア
は
歯
科
医
師

や
歯
科
衛
生
士
が
専
門
の
器
具
を
使
用
し

て
歯
ブ
ラ
シ
で
は
取
れ
な
い
歯
石
や
歯
垢

を
除
去
し
歯
の
表
面
を
磨
く
こ
と
で
歯
垢

を
付
き
に
く
く
し
ま
す
。
さ
ら
に
、
患
者

さ
ん
ひ
と
り
ひ
と
り
に
合
わ
せ
た
清
掃
法

の
指
導
や
生
活
習
慣
に
対
す
る
ア
ド
バ
イ

ス
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
か
か
り
つ
け
歯
科
医
を
持
ち
定
期
検
診

を
受
け
る
こ
と
で
、
お
口
の
中
の
小
さ
な

変
化
に
も
気
づ
い
て
も
ら
え
る
の
で
、
む

し
歯
や
歯
周
病
の
早
期
発
見
・
早
期
治
療

が
可
能
に
な
り
ま
す
。

　
定
期
検
診
を
受
け
て
８
０
２
０
を
目
指

し
、
お
口
の
健
康
を
保
ち
ま
し
ょ
う
。

新任医師紹介

◆ プロフィール

皮膚科
えのもと みつくに

榎本　充邦
● 出身地　香川県高松市
● 経歴

昭和53年３月 徳島大学医学部卒
昭和53年４月 徳島大学医学部
　　　　　　 皮膚科学教室入局

● 趣味（特技）　料理
● 資格　皮膚科専門医
● 診察時間

月・水・金・土曜日
午前８時45分～ 12時
　　　（金のみ～ 11時まで）

３つの条件がそろう場所が
クラスター（集団）
発生のリスクが高い!

出典：首相官邸HPより


